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田　中　久美子
2015年度私立大学図書館協会西地区部会
京都地区協議会第 1回研究会に参加して
1．はじめに
　2015年 7月 3日に京都産業大学中央図書館にて開
催された「大学図書館と学修支援」をテーマとした
研究会に参加させていただいた。
　本レポートは、この研究会について述べていくも
のとする。
2．研究会内容
⑴　講演
　研究会ではまず、「学習支援に生き残りの途を探る
―大学図書館（員）のひとつの未来」というテー
マで、同志社大学学習支援・教育開発センター事務
長井上真琴氏による講演が行われた。
　現在、多くの大学が生き残りをかけて、それぞれ
に改革を試みている。その大学改革の中において、
大学図書館については管理者や経営者は残るだろう
が、librarian（ライブラリアン）と呼ばれる立場の
職員はいずれいなくなってしまうだろうと言われて
いる。では、図書館（員）はこれから何をしていく
べきなのか。井上氏曰く、ラーニング・コモンズを
活用した「学習支援」による生き残りを模索してい
く必要があるという。
　当館でも学習支援の一環として、2015年 4月より
ラーニング・コモンズをオープンし、オープン以来
多くの学生・教員に利用いただいている。コモンズ
エリア内では、コモンズ・カウンターでノートパソ
コンやプロジェクター等の機器を借りてグループワ
ークをすることができ、またライティング・ラボの
支援を受けて大学院生のTA（ティーチング・アシ
スタント）によるレポート・論文作成などのアカデ
ミック・ライティングを中心に、大学生活に必要な
文章作成のライティング指導も受けられるようにな
っている。では、そのようなコモンズエリア内にお
ける学生の行動は、アクティブ・ラーニングとどの
ように関わっているのか。
　井上氏曰く、そもそも学習（学ぶ）とは日々得る
情報を批判的に摂取し、新しい知識を創るために、
頭の中の思考のスキーマ、インデクスを更新し、知
識を再定義・再構築するプロセスそのものであると
いう。新しい情報や知識を得れば、人は頭の中の記
憶を整理したり、再編成したりする。一見ばらばら
のものに、何らかの関係を見出せば、覚えやすくも
なる。物事の間の関係が分かれば、よく覚えること
ができる。ただし、それが「わかる」ためには、知
識が必要であるため、学習するということだ。つま
り、アクティブであるべきなのは、学生の「行動」
ではなく、認知であり、学生の「認知的な」姿勢を
アクティブにすることが重要であるという。また、
学習は、学習者の能動的探索による知識構造体の組
み替えであり、その過程のコミュニケーションによ
り、知識が社会的に構成されるのである。
　学習（教育）効果を高めるために、井上氏は 2つ
の視点を持つことが重要だと言う。1つは、「インス
トラクショナルデザイン」の視点であり、行動主義
（定型行動の正確さ）、認知主義（応用・転移）、社会
構成主義（状況的学習観、実践と協同）等、「学習と
は何か」という問いに対し、より良い学習の環境を
総合的にデザインすることを目指す概念である。も
う1つは、「学習環境デザイン」の視点であり、学習
者が多種多様な学習資源にアクセスできるように、
空間的・社会的デザインを施すものである。
　また、最もよい学習は、学習者自身のまだあやふ
やな段階の思考過程を明示化し、学習過程を通して
明示化し続けるときに起きる、いわゆるヴィゴツキ
ー理論に基づくものであるそうだ。さらに、会話や
文章によって自分の思考過程を表現し、自分の知識
の状態を省察する機会を与えられる時に、よりよく
学ぶことができる（省察とメタ認知）。学習科学にも
とづいた教室は、省察を促すようにデザインされて
いる。それらの多くは、生徒に自らの思考過程を明
示化しやすくする道具を与えることによって、省察
を促進している。つまり、何がわかっていて、何が
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わかっていないのかを書き出したり、情報を整理し
ながら皆で検討していく等自分の考えをアウトプッ
トしながら整理していくことが、よい学習を導くポ
イントであるという。
　講演の資料から引用させていただくと、図書館は
従来、情報源を貸し出したり、配信したり、契約し
た情報源へのアクセスを保障したりと、つねに情報
源の流通、ロジスティクス（物流）を重視してきて
いる。今後の学術情報リテラシー教育はその視点か
ら脱却し、届いた情報をどう利用すれば、学生の認
知・思考が活性化し、学習成果を生むのかを焦点と
する。それを可能にする有力な学び（の手法）がア
クティブ・ラーニングであり、アクティブ・ラーニ
ングを取り込んだ学術情報リテラシー教育プログラ
ムの開発が重要になる。学生の学習行動を変える情
報源の利用方法を提示し、得た情報を使って、学生
が主体的に知識を創造するように導けることが、学
習支援で生き残れる図書館（員）であるという。
　つまり、図書館員が学習支援を考えた場合、「大学
図書館でできる学習支援は何か」と考えがちである
が、学習支援とは、大学全体の取り組みとして展開
すべきものであり、その中で大学図書館をどのよう
に活用するか、図書館をアクティブ・ラーニングの
中でどのように活用するかという考え方にシフトし
なければ、大学の中で生き残ることはできないとい
うことだ。
　アクティブ・ラーニングとは、学習するための手
法の一つに過ぎず、それは、「思考を活性化する」学
習形態であるという。図書館員の業務に当てはめる
と、従来の資料の貸出・レファレンスサービスとい
った情報源の提供だけでは、十分な支援を行ってい
るとは言えず、これからは、情報源の利用方法を提
示し、知り得た情報を使って学生が主体的に知識を
創造するように導くことが必要とされるそうだ。ま
た、図書館のスペック（蔵書数、広さ等）の説明だ
けでは、アクティブ・ラーニングにはつながらない。
図書館で「どういうことができるのか」ということ
を示さなければ、アクティブ・ラーニングを取り入
れているとはいえないのである。
　従来のデータベース等「情報」を公開、提供する
だけのいわゆる情報源サービスは、情報を使って学
習成果（アウトカムズ）を出すプロセス全体を指導・
支援しているサービスとはいえず、情報リテラシー
教育の限界を迎えているという。アクティブ・ラー
ニングを取り入れたプログラムの開発、情報を使っ
た「行為」を示せられるかということが今後の大学
図書館における情報リテラシー教育の焦点になって
くるという。
　講演では一つの例として、アメリカの図書館サー
ビスモデルにある「Embedded Librarian（エンベデ
ィッド・ライブラリアン）」が紹介された。「Embed-
ded Librarian」とは、図書館を離れ、利用者が活動
している場から、利用者と活動をともにしつつ情報
サービスを提供している図書館員のことである。ワ
ークショップのような実践的な情報リテラシー教育
が実行でき、情報の特徴や信頼性を批判的に評価す
ることを、学生のリサーチプロセスの全領域に関わ
って指導をする。
　日本の図書館員に当てはめると、NDL（国立国会
図書館）の情報源をどこまで使えているのか、文部
科学省の私立大学等教育研究活性化設備整備事業1）
を活用できているのかということになるそうだ。
　井上氏曰く、図書館員が目指すべき職員像は、「図
書館」という場所がなくても生きていける人である
という。人はどう学ぶのか、学習理論に立脚した学
習環境・学習支援プログラムを企画することができ
る。情報源サービスから「情報を使った学びのプロ
セスを支援する」サービス、つまりアクティブ・ラ
ーニング型情報リテラシー教育への転換を理解し、
実行していくことができる。図書館という場所がな
くても、誰かの中に入っていって、「この情報を使っ
てこうやれば、こうできるんだ」と展開できるよう
になることが、今後求められるそうだ。
⑵　グループディスカッション
　グループディスカッションでは、参加者が10のグ
ループに分けられ、テーマについてグループごとに
ディスカッションを行った。
　私が参加させていただいたグループでは、ラーニ
ング・コモンズを図書館内に設置している大学は、6
大学中 3大学のみであった。設置できない理由とし
ては、十分な環境（スペース）が確保できないとい
う理由が最も多かった。
　意見交換では、アクティブ・ラーニングを展開す
るにあたって、環境（スペース）が確保できなくて
も、「ソフト（手段）」として取り入れられないかと
いう意見があった。これは、図書館内にラーニング・
コモンズを有していなくても、サービス面で学生の
アクティブ・ラーニングに繋がるような取り組みが
できないかということである。実際に、図書館内に
図書館フォーラム第21号（2016）
34
ラーニング・コモンズを有していない大学でも、独
自の取り組みを展開し、学生のアクティブ・ラーニ
ングに繋がるように工夫されている大学もあるとい
う。例えば、カウンタースタッフによるトークイベ
ントを実施していたり、学会用ポスターの作成支援
を図書館で行ったりしているそうだ。
　また、ラーニング・コモンズを開設したり、各種
取り組みを実施していても、「利用できる」ことが周
知されていないと利用する者がいないため、環境（ス
ペース）は整っていてもアクティブ・ラーニングが
できていないというケースもあった。この場合は、
利用者に対しての広報活動をしっかり展開していく
ことや興味・関心を引くようにラーニング・コモン
ズでできる企画を立案する必要がある等の意見があ
った。
　グループディスカッション後は、再び井上氏から
総括があった。図書館の設備・備品（スペック）の
説明だけではアクティブ・ラーニングには繋がらず、
「どういうことができるのか」ということを示すこと
が重要であるという。図書館員一人ひとりは、自分
自身の「学習（アクティブ・ラーニング）」の手法を
身につけること、実際の業務においては図書館以外
の部署との連携を図った学習支援の展開ができるよ
うにしていくべきであるということだ。
　大学での学習支援は、一部署だけで行うことは各
部署の専門性、業務分担量や支援対象の学生数から
見ても難しいことであると思う。また、教職共同の
点から、事務職員だけでなく教員にも協力いただき、
各授業と連携し、必要な専門知識を事務職員にも教
授していただいたり等大学全体で取り組んでいくべ
き課題といえるのではないだろうか。
3．おわりに
　アクティブ・ラーニングを取り入れている大学は
全国的に増えているが、アクティブ・ラーニングが
学生の思考（実際にやってみて考える、活動を介し
てより理解を深める等）を活性化する学習形態であ
ることを理解して支援に取り組んでいる事務職員は
どれだけいるのだろうかと思う。私も、アクティブ・
ラーニングという言葉をよく耳にするようになった
が、そもそも何なのか理解していなかった。そこで、
この研究会に参加し、アクティブ・ラーニングにつ
いて少しでも勉強できればと思ったのだが、参加し
た今はアクティブ・ラーニングとは何なのかますま
す悩むことになっているような気がする。
　アクティブ・ラーニングに近い、いわゆる「能動
的学習」や「主体的学習」は昔から言われていたこ
とであるが、調べてみると大学教育において初めて
アクティブ・ラーニングが推奨されたのは、2008年
の中央教育審議会答申「学士課程教育の構築に向け
て」においてである。この用語集に「教育による一
方向的な講義形式の教育とは異なり、学修者の能動
的な学修への参加を取り入れた教授・学習法の総称」
と規定された。つまり、それまでの大学教育とは、
教員による講義を座って聴く一方向的な知識伝達型
の受動的学習が中心であったということである。
　講義型授業では、やる気を持って講義を聴くか聴
かないかで、その効果に大きな格差があるのは周知
のごとくであるが、アクティブ・ラーニング導入に
よって今度は違う形で学びの格差が現れているとい
う。例えば、協調場面において他者の成功にただ乗
りするフリーライダーの出現やグループワークの非
活性化、そして思考と活動の乖離等である2）。具体
的な事例としては、商品を企業とコラボして開発す
るゼミにおいて、ゼミ生の中に直接携わる人とそう
でない人ができてしまった。ゼミ長がリーダーシッ
プを取って、できる限りみんなに新しい商品を創作
するための提案をしてほしいと呼び掛けてはいたが、
この商品開発への貢献度に濃淡が出てしまう傾向に
あったという3）。この事例は授業内におけるもので
あり、直接事務職員が関われることはほとんどない
が、授業だけに限らず大学生活全般で考えた場合、
事務職員として学生のアクティブ・ラーニングにど
のように関わることができるだろうか。
　アクティブ・ラーニングそのものの取り組みはま
だ何も思いつかないのだが、アクティブ・ラーニン
グができるような環境作りの一環として、「他部署と
連携した学習支援」は必要ではないかと考える。本
学の学習支援は、基本的にそれぞれの部署ごとで業
務を遂行することが多く、部局を越えて連携できる
ことがまだまだあるのではないだろうかと感じてい
る。学習支援といえば、教員との連携もかかせない
のだが、まずは他部署との連携を優先することが最
優先事項であると考える。これは講演会において井
上氏も指摘していたが、他部署と連携が取れていな
い、つまり事務職員同士の連携が取れていないのに
教員と連携が取れるわけがないと思うからである。
　他部署と連携した環境作りにおいては、例えばコ
モンズカウンターの学生スタッフの研修（パソコン
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やプロジェクター等の各種機器の操作方法、学生ス
タッフとしての心構え等）を授業支援グループが管
轄している授業支援 SA（ステューデントアシスタ
ント）新人研修と合同で行うことはできないだろう
か。本学の授業支援 SA制度は、2006 年度からの実
績があり、図書館の学生スタッフとして勤務する学
生にとっても学べることがあると思うし、また事務
職員同士のSD（スタッフ・ディベロップメント）に
もなるのではないかと考える。
　このように、自分の中ではぼんやりとした思いつ
きはあるものの、まだまだはっきりとした形にはで
きていない。それに、この思いつきは本当に実現可
能なのか、これはアクティブ・ラーニングにつなが
るのか等の確証もない。今後も悩みながら、学習支
援とアクティブ・ラーニングの取り組みについて、
大学事務職員としてできることを考え、行動を起こ
していきたいと思う。
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